
森林インストラクター会研修　報告書

日時 2024年4月14日（日）

場所 長浜市余呉町小原・田戸

参加者 小西、水田、梶谷、平田、関澤、橋木、柳原、森上、高田、杉田、冨田、荒堀、高森

小原集落入口 ミヤマハコベ（ナデシコ科） ツボスミレ（スミレ科）

「半鐘」からスタート 花弁が２深裂で10弁あるように 別名：ニョイスミレ

見えるのが特徴 花後、葉がブーメラン状になる

セントウソウ（セリ科） ヤマナシ（バラ科） 　　　　ロボウクモマグサ(ユキノシタ科)

春を告げる一番バッター 　もしくはミチノクナシ 木之本駅付近・滋賀県湖東・湖北

のみで確認。急激に分布を拡大中

フタバアオイ（ウマノスズクサ科）

赤ずきんは、自家受粉で増える

ヤマエンゴサク広義（ケシ科） 　　徳川の三つ葉葵の紋のモデル



アカネズミの食痕 エンレイソウ（シュロソウ科） 　　　ヤブレガサ（キク科）

ハンショウヅル（キンポウゲ科）　シライトソウ（シュロソウ科）　　トキワイカリソウ（メギ科）

花の時期は5～6月でまだ 花に時期は5～6月でまだ 冬でも葉が枯れないので「常盤」

半鐘のような可愛い花 白い糸状の花

アカフタチツボスミレ サワシバ（カバノキ科） 　ミスミソウ（キンポウゲ科）

　（スミレ科） 葉身の付け根が心形 　花の時期は3～4月　

葉脈に沿って赤いのが特徴 　　　　　(ハート形に切れ込む) 　葉の先が尖るのが特徴

シデ類4種の一つ。ブナ帯に多い



小原の集落奥へと続く道は 　ヤマルリソウ（ムラサキ科） 　ユキグニミツバツツジ

まるでけもの道！ 　　　（ツツジ科）

　葉柄の付け根に毛がない

ミヤマナルコユリ

　　　（キジカクシ科）

花の時期は5～6月でまだ

キランソウ（シソ科）　　　オオバタネツケバナ（アブラナ科）

　別名「地獄の釜の蓋」 羽状に切れ込んだ葉の先端部の

　薬草 小葉が大きいのが特徴

「大木の神」

ハシカ・ホウソウの神として祀っていた場所 マルバマンサク（マンサク科）

　空とのコントラストが美しい



シハイスミレ（スミレ科）

　　　裏面が紫色を帯びるのが特徴

　　　不思議な場所に群生していた 　　　ブナの実生のふたば♡

オオウラジロノキ（バラ科） 裏はそんなに白くない。

　　若い幹にはトゲがある

　　花の時期は5月でまだ

ゴヨウアケビ（アケビ科）

アケビとミツバアケビの中間雑種で

　トチノキ（ムクロジ科） 　　　　実がならない 　　ミツバアケビ（アケビ科）

　　の新芽♡ 花の色は暗紫色 　　花の色は薄め



ウラシマソウ（サトイモ科） コクサギ（ミカン科） コクサギの花

糸状の付属体はなぜこんなに長いのか 葉を煎じた汁は、殺虫効果がある

ラショウモンカズラ（シソ科） 　　ハルトラノオ（タデ科） ユキバタツバキの赤と

花後、蔓のように茎が伸びて広がる 　　　　　　ヤマブキの黄色が

花の形が羅生門にいた鬼の腕に似る 　　　混ざりあって美しい♡

ミヤマハコベと※サワハコベ（？） ミヤマキケマン ナベナ(スイカズラ科)

　　　（ナデシコ科） 　　　（ケシ科）         の実の残骸

違いは花弁の切れ込みの深さと ※レッドデータ

茎に毛があるかないか



※「MiroKen花さんぽ」の岐阜の花めぐり(2)に掲載されている「謎のハコベ」と同じなので今後新種登録されるかも

ニワトコ（ガマズミ科）の花 　　　　シロダモ（クスノキ科）　　　　オオタチツボスミレ

　　の新芽は花のよう 　　　（スミレ科）

イワハタザオ（アブラナ科） 断崖で撮影する小西さん

　　　※レッドデータ

イチリンソウ（キンポウゲ科） ミヤマカタバミ（カタバミ科）

花の時期は3～4月だが、なぜかあまり咲いていなかった



　タチツボスミレ（スミレ科）

マルバコンロンソウ（アブラナ科） ヤマルリソウ再び

全体に白い毛があるのが特徴 　　オオタチツボスミレは

　　距が白いことで見分ける

１本の根で２本の杉が

　サンドアート（自然美） つながっている！ 足跡（シカか）

キブシ（キブシ科）

漢字で「木五倍子」

果実を五倍子の代用として

黒色の染料にするのでこの名前

イワハタザオ



ヒメウツギ（アジサイ科）

　　石灰岩特有の花

　　　　絶壁にも見事なタチツボスミレ

ウスバサイシン

（ウマノスズクサ科）

漢方薬として根を利用する

フタバアオイと同じく

自家受粉で殖える

　　※レッドデータ

ハルユキノシタ（ユキノシタ科） 　　　　聖地・大将軍(だんじゅく)にて

　　　　※レッドデータ 　　　　皆さま、お疲れさまでした♡


